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法人（事業所）理念  子どもが自分らしく成長しそれぞれの夢を実現できるよう、家族とともに創造し行動することで全ての家族が幸せになる為のサポートをすることで幸せに暮らせる地域社会を創る

事業所名 児童デイサービスすまいる・きっず曽根 作成日支援プログラム（参考様式）

・始まりの会において、天気・日付・今月の歌・季節行事などを取り入れ、季節の変化への興味等の感性形成への発達と行動の習得を促します。
・運動遊び、ドイツゲーム、サーキット遊びなどを通して、空間・時間・数量・大小、色の概念の形を支援しています。
・クッキング、マーブリング、絵具遊び、パステルなど、集団活動や個別活動（制作活動・訓練活動）で各感覚を刺激し、興味の幅を広げるよう支援していきます。

・机上学習において、読み書き向上のための支援を行います。
・絵本の読み聞かせ等を通して場面に応じた挨拶を知るなど、特性に合わせた具体的な体験や意味を理解ができる内容の提示を行ったり、支援者が代弁して伝えたりし、
　その場に応じた言葉を覚えられるような支援を行います。
・絵カードやマカトンサイン、文字等のコミュニケーションツールを活用し、個々に応じて適切に選択し、意思の伝達をスムーズに行うことができるよう支援を行います。

・始まりの会、終わりの会、音楽療法・ドイツゲームなど集団活動を通してルールや順番を守ることや、協調した関りを持てるように支援します。
・絵本の読み聞かせ・ペープサート・パネルシアターなど、触れる、聴く、歌うなどのコミュニケーションを通してお友達や支援者の動きを模倣することで社会性や対人関係
  の芽生えを支援します。
・散歩や公園遊び、歩行練習など、外での活動を通して、地域との交流を楽しめるように支援を行います。
・他者との適切な距離感を把握できるように適宜声掛けを行い、他者との良好な関係形成を支援します。

支援方針
 子ども達の『出来た！をふやそう』をスローガンに、個々に応じた身体的・精神的・社会的訓練を実施していきます。
 その中で、子ども達と一緒に「出来た！」を実感し積み重ねていけるよう、日常生活動作を中心にきめ細やかに支援していきます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
 季節行事（初詣・七草・節分・お花見・イースター・虫歯週間・秋祭り・ハロウィン・クリスマス・大掃除など）、長期休暇時戸外活動(防災センター見学・ダンス・
 スポーツチャンバラ体験・ボウリング等）、災害時避難訓練(火災・震災・水害）、不審者対応訓練、保護者会(研修会）など

（別添資料１）

家族支援
 日々の連絡帳や送迎時でのやり取り、６ヶ月ごとのモニタリング面談、
 また、必要に応じて対応しています。

移行支援  就労先への情報提供体制

地域支援・地域連携
 学校・学童保育・医療機関等との情報共有
 地域行事（万灯祭・Tシャツコンテスト等）参加や作品展示

職員の質の向上
 感染症対策・救急救命・防災・虐待防止・苦情・接遇・相談・
 ヒヤリハット・強度行動障害支援者研修・その他外部研修

支　援　内　容

・利用日ごとに､連絡ノートを活用して、ご家族からの情報と来所した時の検温や心身状況を確認を行います。
・来所時、降所時の身辺自立(靴の着脱・片付け、荷物の整理、提出物の管理）ご本人に合わせて実施し、習慣化できるように支援していきます。
・食事、排泄等の基本的な生活リズムが身につくことができるよう、決まった時間での誘導と支援を行います。
・1日の流れをスケジュールボード（視覚支援）を活用しながら、ご本人に分かりやすい方法で伝え、見通しを持って安心して過ごすことができるように支援していきます。
・生活の中での課題をご本人、ご家族から伺い、個別支援として取り組みます。

・集団活動において、音楽体操やサーキット遊び、ボウリング遊び、輪投げなど体を使う課題を提供し、身体機能の維持向上を図ります。
・音楽療法において、音を楽しみながら、多様な楽器の演奏を楽しみながら、聴覚、触覚、固有感覚を刺激し興味の幅を広げることができるように支援を促します。
・制作活動において、視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分に活用できるよう、日常の動作や活動や遊びの中で様々な体験を提供し支援します。
・日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や、運動機能の観察を行い、必要に応じて個別支援として支援を行います。
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